
所属学部等 保健福祉学部 作業療法学科 専攻
職氏名 教授 吉川ひろみ
専門分野 作業科学 作業療法 生命倫理学

１．教育活動　　（平成19年度）

  (1)担当科目（学部） チーム医療福祉論 生命倫理学 チーム医療福祉演習
作業療法評価学 作業療法評価学演習 作業適用学
作業療法理論 クリニカルリーズニング 卒業研究

（大学院） 作業科学特論 作業科学演習 作業遂行障害学特別研究

  (2)教育関係
      特記事項

２．研究活動　　（平成17～19年度）

　（1)論文等 平成17年4月

平成17年12月

平成17年9月

平成18年3月

平成18年3月

　（2）著書 平成20年2月

平成19年6月

平成19年2月

　(3)学会発表等 平成17年7月

平成17年6月

平成17年12月

  (4)工業所有権等

　(5)外部資金採択状況

科学研究費補助金（代表） 件

科学研究費補助金（分担） 件

その他外部資金 件

  (6)研究関係
      特記事項

３．地域貢献活動　　（平成19年度）

  (1)審議会等委員

  (2)公開講座等 高大連携講座

  (3)地域貢献
      特記事項

４．大学運営活動　　（平成19年度）

  (1)学内委員等

  (2)大学運営
      特記事項

　　　　※以上は，主要な活動について掲載しています。

作業科学
作業療法研究法

県立広島大学教員活動情報
保健福祉学専攻

健康と障害のとらえ方：なぜICIDHからICFに変わったのか？ICFって？『作業療法おかやま』第15巻，2-10

環境によるトランスファー繰り返し訓練の効果の違い，『作業療法ジャーナル』第40巻3号，271-276

作業療法研究・作業療法の理論的枠組みに関するこの10年と今後『作業療法ジャーナル』第40巻3号，257-265

「作業」って何だろう－作業科学入門，医歯薬出版，ISBN978-4-263-21312-4

現代GP「ヘルスサポーターマインドの発達支援」担当（運営委員長，ニューズレター，保健福祉倫理思考力担
当）。チーム医療福祉演習まとめ役（打合せ会議運営，担当教員のための授業ガイドライン作成と発信，資料
管理など）

作業療法士としての成長の仕方，『作業療法ジャーナル』第39巻4号，280-284

作業療法における「作業」の変遷，『作業療法ジャーナル』第39巻12号，1160-1166

「作業とは何で何の役に立ちどのような意味があるか」，第9回作業科学セミナー，開催：浜松

標準作業療法学　基礎作業学，医学書院，小林夏子他編，総頁数230頁中110-122, ISBN978-4-260-00228-8

改定増補版　医療･保健専門職の倫理テキスト，医療科学社，砂屋敷忠他編著，総頁数144頁中44-117，
ISBN978-4-86003-374-3

「研究エビデンスを使えるようになるための授業」，日本作業行動研究会，開催：札幌

「COPMとEBOT」，2005-6-25，第39回日本作業療法学会，開催：つくば

作業療法入門講座における講義「作業科学」8月6日

研究倫理審査委員会 現代GP運営委員会


